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げっ歯類を用いる小核試験
（骨髄，末梢血）
—骨髄細胞もしくは末梢血における小核誘発を指標に，生体内における染色体異常誘発性を評価する試験法－
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遺伝毒性物質

染色体異常

前赤芽球

細胞分裂中期

脱核 幼若赤血球 成熟赤血球

＊骨髄または末梢血の幼若赤血球を対象とした小核誘発を指標に，染色体異常誘発性を評価

＊ 小核試験のメリット

1) 異数性誘発物質も検出可能

2) 染色体異常試験に比べて観察が容易であり，フローサイトメトリーなどの自動化が可能

3) 染色体異常に比べて異常を検出可能な期間が長く，一般毒性試験への組込も可能

小核試験の特性小核試験の特性
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大腿骨

スライド標本
標本観察

［4000個（幼若赤血球）／匹］
（OECD TG 474, 2016年7月改訂）

ラット／マウス

遠心分離
（1000 rpm，5 min）

骨髄細胞浮遊液
末梢血

＋
アクリジンオレンジ

蛍光顕微鏡

＊ 動物： ラット，マウス
＊ 匹数： 5～6 匹 / 群
＊ 最高用量： 最大耐量，1/2LD50など，毒性が無い場合は2,000 mg/kg
＊ 用量： 公比 √10以下，合計 3用量以上

被験物質投与
（2回,24時間間隔）

24時間後
骨髄細胞採取
末梢血採取

試験概要
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